
図２●有価証券残高構成（％）

図１●貸出残高増減率（%）と貸出利回り差（％）の関係

平
成
25
年
３
月
期
の
第
一
地
銀
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
、
当
期
純
利
益
19
％
増
加
、
経

常
利
益
２
％
増
加
、
第
二
地
銀
は
当
期
純
利

益
12
％
増
加
、
経
常
利
益
３
％
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。資
金
利
益
が
減
少
す
る
一
方
、役

務
収
益
の
増
加
、
与
信
関
係
費
用
の
減
少
で

収
益
を
補
う
構
造
が
続
い
て
い
ま
す
。
資
金

利
益
反
転
の
目
処
が
立
た
ず
、
与
信
関
係
費

用
の
増
加
に
も
注
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
き
め
細
か
な
業
務
運
営
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

貸
出
状
況
は
、
大
企
業
貸
出
や
住
宅
ロ
ー

ン
に
つ
い
て
増
加
す
る
一
方
、
資
金
収
益
は

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
地
銀
、
第
二
地
銀
の
デ
ー
タ
を
元
に

貸
出
残
高
増
減
率
と
貸
出
利
回
り
差（
対
前

年
）を
見
る
と
、負
の
関
係
を
持
つ
銀
行
が
大

半
で
あ
り
、
中
に
は
利
回
り
／
残
高
と
も
に

減
少
さ
せ
て
い
る
銀
行
が
数
行
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
大
手
貸
出
先
の

競
争
激
化
が
要
因
と
し
て
推
察
さ
れ
、
こ
れ

を
回
避
す
べ
く
、
住
宅
ロ
ー
ン
以
外
の
個
人

ロ
ー
ン
や
地
公
体
貸
し
へ
貸
出
先
を
シ
フ
ト

図３●第一地銀の預かり資産の推移（単位：百万円）

■国債残高構成　■地方債残高構成　■短期社債残高構成　■社債残高構成

■株式残高構成　■外国証券残高構成　■その他有価証券残高構成

※１ 預証率： 銀行の預金残高に対する、有価証券運用残高の割合

第一地銀および第二地銀（国債残高構成が高い銀行を左から配置）
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データから見る銀行経営の課題

概要

ポート
フォリオ
状況

第一・第二地銀のデータを元に
多面的な角度からレビュー

特集3

近
年
、
ネ
ッ
ト
銀
行
な
ど
新
規
金
融
機
関
の
参
入
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
住
宅
ロ
ー
ン
市
場
で
の
競
争
激
化
、

長
期
国
債
の
金
利
上
昇
懸
念
、
さ
ら
に
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
な
ど

自
己
資
本
比
率
の
規
制
強
化
が
行
わ
れ
る
中
、

各
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
銀
行
経
営
の

舵
取
り
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
課
題
に

直
面
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
稿
で
は
、
平
成
25
年
３
月
期
の
第
一
地
銀
お
よ
び

第
二
地
銀
の
デ
ー
タ
を
元
に
、

多
面
的
な
角
度
か
ら
レ
ビ
ュ
ー
し
、

経
営
課
題
の
明
示
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集3
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Financial 2013 WINTER



201020092008
0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

2011 2012 2013

201020092008
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

2011 2012 2013

預証率％

平
均
残
存
期
間

※2 不良債権比率： 銀行の総与信残高に対する不良債権（金融再生法開示債権）残高の比率
※3 与信費用比率： 銀行の貸出金に対する貸倒引当金や不良債権処理費用の比率

表示年月：平成25.3

※円の大きさは有価証券残高を示す。

図４●預証率と平均残存期間の関係図５●不良債権比率の推移

図６●与信費用比率の推移

さ
せ
て
い
る
金
融
機
関
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

図
２
は
第
一
地
銀
、
第
二
地
銀
の
有
価
証

券
残
高
構
成
の
状
況
で
す
。
引
き
続
き
国
債

主
体
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
期
国
債

金
利
の
上
昇
懸
念
が
高
ま
る
中
、
各
行
の
債

券
構
成
に
個
別
行
の
特
色
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
外
債
投
資
や
仕
組
み
債
、
株

式
投
資
に
シ
フ
ト
す
る
銀
行
も
見
ら
れ
ま
す
。

図
3
は
第
一
地
銀
の
預
か
り
資
産
の
状
況

で
す
。
投
資
信
託
、
年
金
保
険
、
公
共
債
、
外

貨
預
金
の
合
計
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
地

銀
で
は
、毎
年
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。対

前
年
比
で
見
る
と
、
投
資
信
託
、
年
金
保
険

は
増
加
し
て
お
り
、
公
共
債
、
外
貨
預
金
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
１

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
少
額
投
資

非
課
税
制
度
）に
つ
い
て
、各
行
と
も
口
座
獲

得
の
営
業
を
推
進
し
て
お
り
、
預
か
り
資
産

に
よ
る
役
務
収
益
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
市
場
リ
ス
ク

市
場
リ
ス
ク
の
観
点
で
分
析
す
る
と
、
預

証
率
※
１

が
運
用
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
一
つ

の
分
岐
点
と
し
て
考
察
さ
れ
ま
す
。
図
４
で

は
、
預
証
率
が
40
％
を
超
え
る
銀
行
は
有
価

証
券
平
均
残
存
期
間
を
５
年
以
内
に
抑
え
、

過
度
な
リ
ス
ク
を
控
え
る
傾
向
、
一
方
、
35

％
付
近
の
銀
行
は
、
平
均
残
存
期
間
を
長
く

取
り
リ
ス
ク
を
取
り
に
行
く
銀
行
と
平
均
残

存
期
間
を
短
く
、
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
銀
行

と
で
運
用
ス
タ
イ
ル
に
多
様
化
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

●
信
用
リ
ス
ク

信
用
リ
ス
ク
の
観
点
で
は
、第
一
地
銀
、第

二
地
銀
と
も
に
、
図
5
、
図
6
の
よ
う
に
不

良
債
権
比
率
※
２

、
与
信
費
用
比
率
※
３

は
低
水

準
で
あ
り
、
デ
フ
ォ
ル
ト
率
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
与
信
費

用
比
率
が
昨
年
度
と
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

金
融
円
滑
化
法
終
了
後
の
不
良
債
権
の
動
向

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
期
、
国
際
基
準
行
の
バ
ー
ゼ
ル

Ⅲ
規
制
の
結
果
は
、
地
方
銀
行
に
お
い
て
も

最
低
基
準
を
大
き
く
超
え
る
自
己
資
本
比
率
、

T
i
e
r
1
自
己
資
本
比
率
、T
i
e
r
2

自
己
資
本
比
率
を
達
成
し
て
お
り
、
経
過
措

置
後
の
水
準
ま
で
余
力
を
確
保
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
総
合
分
析

大
手
地
方
銀
行
5
行
に
つ
い
て
、健
全
性
・

成
長
性
・
収
益
性
・
効
率
性
の
観
点
か
ら
総

合
的
に
比
較
し
た
の
が
図
７
で
す
。
図
７
の

よ
う
に
自
社
の
競
争
優
位
性
や
弱
点
を
デ
ー

タ
に
よ
り
俯
瞰
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
、

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
解
決
策
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
度
な
金
融
機
関
に
お
い
て
は
デ
ー
タ
を

自
行
で
収
集
し
、
分
析
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
生

か
す
取
組
み
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
近
隣
行
の
主

要
財
務
項
目
に
留
ま
ら
ず
、
注
記
、
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
デ
ー
タ
は
各
銀
行
開
示
の
粒

度
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の

強
制
適
用
や
日
本
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン

ス
に
よ
り
現
在
よ
り
も
数
倍
の
注
記
情
報
の

公
表
が
求
め
ら
れ
る
予
定
で
、
今
後
、
よ
り

多
く
の
有
効
な
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
銀
行
を
始
め
他
業
態
の

金
融
機
関
も
市
場
参
入
し
て
き
て
い
る
状
況

で
、
必
要
と
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
よ
り
幅
広
く
、

多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

で
は
、
広
が
り
行
く
情
報
に
対
し
、
い
ち

早
く
活
用
し
競
争
力
を
高
め
て
い
く
に
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
通
り
金
融
機
関
個
別
で
対
応
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
次
の
二
つ
の

課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

課
題
の
一
つ
目
は
、
情
報
収
集
の
困
難
さ

で
す
。
分
析
に
必
要
な
デ
ー
タ
は
、
多
数
の

情
報
源
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
集
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
個
別
銀
行
の
貸
出
先
分
析
や

有
価
証
券
の
投
資
分
析
を
行
う
た
め
に
は
、
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きたがみ・しんや
新日鉄住金ソリューションズ株式会社　
金融ソリューション事業本部
エグゼクティブプロフェッショナル／IFRS
ソリューション推進センター所長／CFA
認定証券アナリスト。

あんざい・ゆうこ
新日鉄住金ソリューションズ株式会社　
金融ソリューション事業本部
コンサルタント。金融機関におけるIFRS、
収益管理、ALM、リスク管理等の基本
構想・システム導入開発プロジェクト経
験多数あり。

個
別
の
有
価
証
券
報
告
書
や
Ｉ
Ｒ
・
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
か
ら
各
デ
ー
タ
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
の
二
つ
目
は
、
問
題
の
本
質
を
捉
え

る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
広
さ
や
深
さ
が
必

要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
同
地
域
内
で
分
析
し
て
い
た
切

り
口
か
ら
異
な
る
地
域
の
指
標
を
分
析
し
て

み
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
、
あ
る
い
は

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
指
標
を
組
み
合
わ
せ

て
分
析
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
個
別

金
融
機
関
で
デ
ー
タ
収
集
す
る
の
は
膨
大
な

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

新
日
鉄
住
金
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
金
融

機
関
関
連
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス『B

ancM
o

nitorC
ontrast

』は
、
上
記
二
つ
の
課
題
に

対
応
し
ま
す
。

本
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
財
務
デ
ー
タ
に
加
え
、

電
子
媒
体
で
一
括
取
得
で
き
な
い
銀
行
横
並

び
の
注
記
情
報
や
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
情

報
等
を
集
め
、
金
融
機
関
の
比
較
分
析
を
手

間
な
く
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
銀
行
の
財
務
デ
ー
タ
に
加
え
、
信

金
信
組
デ
ー
タ
は
、
40
年
以
上
前
か
ら
出
版

実
績
の
あ
る
株
式
会
社 

金
融
図
書
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
社
の
デ
ー
タ
を
収
納
し
、
主
要
マ

ク
ロ
経
済
指
標
は
国
内
外
の
公
官
庁
で
の
公

表
値
を
分
析
し
や
す
い
形
に
弊
社
で
加
工
し

て
い
る
た
め
、
一
つ
のW

eb

サ
ー
ビ
ス
か

ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
幅
広
い
指
標
が
利
用
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
や
指
標
そ
の
も
の
の
ご
提
供
に
加
え
、

金
融
機
関
の
経
営
指
標
分
析
を
行
う
た
め
に

即
ご
利
用
可
能
な
90
も
の
分
析
テ
ン
プ
レ
ー

ト
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
始
め
と
す
る
規
制
強
化
や

市
場
変
動
、
経
済
成
長
の
鈍
化
が
起
こ
る
環

境
下
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
デ
ー
タ
収

集
に
手
間
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を

活
用
し
事
実
分
析
に
主
眼
を
置
き
、
自
社
な

ら
で
は
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
を
立
案
実

行
す
る
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。『B

ancM
onitorC

ontrast

』は
、
お
客

様
の
中
・
長
期
的
な
成
長
を
ご
支
援
す
る
サ

ー
ビ
ス
、
お
客
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
進
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

図７●経営指標の総合分析
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対象：第一地銀 総資産トップ5行

新日鉄
住金
ソリュー
ションズ
の
情報配信
サービス
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